
  

 

 

 

 

 

 

 

かほく あい こども園だより  ８月号 

ひんやり！冷たい！が きもちがいいよ！ 
～ひよこ・いちご・さくらんぼ組～ 
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発行責任者 園長 志田 道広 

暑い夏、水の感触を全身で楽しんでいます！ 

子ども達は見ている、学んでいる  ～ 朝のあいさつから思う ～ 

 

気も滅入るくらいの暑さが続く今年、子どもたちの元気な「おはよう」のあいさつに

救われているように感じています。 

ここにきて、園生活にも慣れてか、年次を越えて、とても気持ちのいい「おはよう」

のあいさつが聞かれるようになってきています。中には、職員室の扉を開けて、深々と

おまがりをしてあいさつしてくれるお友達もいます。うれしさで、自然と笑顔になりま

す。 

このあいさつ、何の手立てもなくできたわけではないと思っています。子どもたちの

行動は、おうちの方の躾？手ほどき？いや、お手本があってと感じています。 

先日、東京いずみ幼稚園園長の小泉敏男さんが唱える『上手な子育て「4 つの原則」』

というものを目にする機会がありました。４つの原則の 1 つに、『親が子どもの手本にな

る』というものが挙げられていて、 

「一家は習慣の学校なり、父母は習慣の教師なり」と言う福澤諭吉の言葉を引用し、

家庭が果たす教育的機能は、生活全般から人としての「生きる姿勢」にまで及ぶもの

とまとめていました。さらに、そこから以下、次のように述べています。 

「取り繕つくろってでも「正しい姿」を見せてあげてください。親が手本になるこ

と、それが躾の基本です。挨拶を欠かさない、しっかり「はい」と返事をする、履物

（はきもの）を脱いだらそろえる、「ありがとう」とお礼を言う、静粛を求められる

場所では静かにするなど、世の中には守って当然のルールがあります。まず大人が率

先して守り、模範を示しましょう。正しく振る舞う親の姿を見て、子どもは良き習

慣を身に付けていきます。そして子どもが守ることができたなら、しっかりほめて

あげましょう。ルールから逸脱するようなら、止めたり、𠮟ったりしてあげてくだ

さい。ルールを守ると親が喜んでくれる、ほめてくれるという「快」の体験を経た

子どもは、次回も、そしてその次も、さらにその後も自らルールを守ろうとするは

ずです。理屈で教え込むのではなく、親が手本を示し子どもにパターンとして浸透

させることで「ルール感覚」が形成されます。」と。 

 この小泉さんは、この『上手な子育て「4つの原則」』の中で、『10 歳までは見栄を

張ってでも「いい親」を演じること』が大事ということも書かれていました。 



お知らせ・お願い 
 

お盆期間中の保育について 

お盆前後の出欠アンケートのご協力あ

りがとうございました。 

・お盆期間中は、お休みするお子さんが

多いことから、年次をまたいだ合同保

育の時間が長くなります。 

・8/1２(火)～1５(金)の登降園バスは運

休になります。ご協力をお願いいたし

ます。 

※アンケートでお知らせいただいた欠席

についても、コドモンの『連絡』で

『病欠・都合欠』のご連絡をくださる

ようお願いいたします。（事前に、まと

めて連絡をいただくことも可能です） 

 

就労・家庭状況の変更について 

現況届提出のご協力、大変ありがとう

ございました。 

今後、就労先の変更や、出産等での就

労形態の変更、住所変更などがあった場

合は手続きが必要となりますので、速や

かに園にお知らせくださるようお願いい

たします。 

 

職員人事のお知らせ 

８月１日から、宇井彩夏保育補助が、

村山市はやま認定こども園へ異動となり

ます。大変お世話になりました。 

 

１日（金） 誕生会 

５日（火） スイカ割り大会 

６日（水） 身体測定（年中・年長児） 

７日（木） 身体測定（年少児） 

８日（金） 身体測定（０・１・２歳児） 

布団持ち帰りの日① 

２４日（日） ワックスがけ① 

２６日（火） クッキング（長） 

２７日（水） かもしかクラブ（年長児） 

２９日（金） 避難訓練 

       布団持ち帰りの日② 

３１日（日） ワックスがけ② 

※汗をかくことが多くなるため、布団持

ち帰りが月２回になります。ご協力を

お願いいたします。 

※小学校教員が研修に来ます。２名がそ

れぞれ２日間、３歳以上児クラスを中

心に入ります。 

※行事や園外活動は、天候等の状況によ

り、予定が変更になることがあります

のでご了承ください。 

８月の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ヘルパンギーナ》 

・高熱が出て喉の奥に水疱ができ、痛みが
強く飲み込みにくくなるため、水分不足
に注意が必要です。 

《プール熱（咽頭結膜炎）・アデノウイルス》 

・高熱とのどの痛みがあります。充血、涙
目、目ヤニなど結膜炎のような症状や、
下痢、嘔吐、頭痛などを伴うこともあり
ます。 

《はやり目（流行性結膜炎）》 

・瞼の腫れ、白目の充血、目の痛みなどが
出ます。ひどくなると発熱や下痢、耳の
あたりのリンパ節に腫れが見られること
もあります。 

《手足口病》 

・手のひらや足の裏、口などに赤い水疱が
できます。発熱することもあります。 

夏は、高温多湿を好むタイプのウイ
ルスが流行しやすい時期です。高熱が
出やすく、のどの痛みから脱水症状も
起こしやすいので注意が必要です。 

夏の感染症について 


